




































要約: 

本研究は母子保健医療の原点たる周産期保健医療の分野において、現行の山口県救急医療

情報システムを発展させ、保健と医療の情報連携を図ることを目的に行われた。主として

周産期の保健と医療における情報伝達制度の改良と情報機器の導入をもとに周産期保健医

療情報システム案を作成した。その結果、保健情報と医療情報との連携における医療機関、

保健所および市町村の役割が明確となった。また情報システム作成の過程において、保健

医療情報の電子化、情報システムの運用原則、プライバシー保護技術ならびに保健情報と

医療情報の連携などのの問題点について考察した。 


